
ひょうご・データ利活用プランの概要 １
Ⅰ プラン策定の趣旨等

１ 策定の趣旨

◆「兵庫2030年の展望」がめざす「すこやか兵庫」の実現に向けたICTとﾃ゙ ﾀー利活用の指針
◆民・産・学・官がＩＣＴとﾃﾞｰﾀ利活用の方向性を共有するﾋﾞｼﾞｮﾝ
◆「官民ﾃﾞｰﾀ活用推進基本法」に基づく県の官民ﾃﾞｰﾀ活用推進計画

[想定年次] 2030年 [推進期間] 2019年度～2021年度
[構成] ①ビジョン編：民・産・学・官の取組方向を示す

②実施計画編：県の取組を定める実施計画（毎年度作成）

Ⅳ ４つの重点方針

２ 位置づけ

Ⅱ ICTの潮流

１ 未来を創る ～イノベーションの創出～ ２ 活力を高める ～パフォーマンスの向上～

◆イノベーションによる“新たな価値”を創出
・人口が減っても活力ある兵庫の実現には、「産業力強化」と「社会ｼｽﾃﾑ
の変革」の“好循環”が必要

・既存のﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙや枠組みを超えた“攻めのＩＣＴ利活用”でｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
を創出。次世代産業の創出・地域産業の高付加価値化、働き方や暮らし
のｽﾀｲﾙの変革とその実現を先導する“知”の集積により、兵庫の未来を
創る、新たな価値を創出

(1) 新事業・新サービスの創出
個人の健康・医療ﾃﾞｰﾀや地理空間ﾃﾞｰﾀ等、散在する多種多様な
「ﾃﾞｰﾀ集積と多面的活用」や「最先端ICTの利活用」により、新事業・
新ｻｰﾋﾞｽを創出

(2) 生活スタイルの変革
自動運転ﾊﾞｽやﾄﾞﾛｰﾝによる交通・物流ｻｰﾋﾞｽ等「新たな生活基盤構
築」や、ﾈｯﾄﾜｰｸ利活用によるﾃﾚﾜｰｸ等既存の枠組みを超えた「ﾎﾞｰﾀﾞ
ﾚｽな新ｼｽﾃﾑの普及」により、生活ｽﾀｲﾙを変革

(3) デジタル社会を先導する知の集積
大学における高度ICT人材の育成等「ICT開発力とﾃﾞｰﾀ応用力の向
上」や、「高度ICT人材との連携による利活用力向上」により、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ社
会を先導する“知”を集積

◆モノづくり・サービス提供のパフォーマンスを高める
・産業・地域活動の担い手不足、ﾓﾉのｺﾓﾃﾞｨﾃｨ化等への対応には、生
産性と価値の高いﾓﾉづくり、満足度の高いｻｰﾋﾞｽ提供が不可欠

・“攻めのＩＣＴ利活用”で、生産工程の自動化やﾆｰｽﾞを捉えたﾓﾉの価
値向上、満足度の高い体験を促す“ｺﾄづくり”や“交流・循環”の推進、
いつでも、どこでも、質の高いｻｰﾋﾞｽを享受できる環境づくりにより、ﾓﾉ
づくり・ｻｰﾋﾞｽ提供のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを向上し、兵庫の活力を高める

(1) 事業展開におけるクオリティの向上
製造業、農林水産業、建設業等におけるAI・IoTの導入等「ものづく
りの自動化・ﾓﾉの価値向上」や、SNSを活用した情報発信等「ﾌﾟﾛﾓｰ
ｼｮﾝのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化」により、事業展開におけるｸｵﾘﾃｨを向上

(2) サービス利用者のユーティリティ向上
ﾁｬｯﾄﾎﾞｯﾄによる24時間相談対応等「ﾃﾞｰﾀ利活用によるｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ
向上」や、遠隔医療・遠隔授業の実施等地理的制約にとらわれず
生活に必要なｻｰﾋﾞｽを享受できる「ｻｰﾋﾞｽ提供の均質化」により、
ｻｰﾋﾞｽ利用者のﾕｰﾃｨﾘﾃｨを向上

３ デジタル社会を支える ～基盤の強化～ ４ スマート自治体をめざす ～デジタル行政の推進～

◆誰もが、安全・安心にICTとデータの恩恵を享受できる基盤を強化
・個人・地域の特性等の差異で生じるＩＣＴとﾃﾞｰﾀの恩恵の格差、ＩＣＴに関
連する事件・ﾄﾗﾌﾞﾙの増加、青少年への悪影響等課題が顕在化

・知識・ﾓﾗﾙを向上し、どこでも容易に通信できる環境のもと、ＩＣＴを使いこ
なせる安全安心な基盤の強化により、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ社会を支える

(1) デジタルデバイドの解消
誰もがICTを使いこなすために必要な「ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞに応じたICT利活用
能力の向上」や、どこでも通信できるﾈｯﾄﾜｰｸ環境の整備等「ﾃﾞｰﾀｱｸｾ
ｼﾋﾞﾘﾃｨの向上」により、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞを解消

(2) 安全安心なICT環境の整備
ｻｲﾊﾞｰ犯罪やICTをめぐるﾄﾗﾌﾞﾙ等の課題に対応するため、「ｻｲﾊﾞｰｾ
ｷｭﾘﾃｨの強化」や「ﾄﾗﾌﾞﾙ解消とﾓﾗﾙの向上」等安全安心なICT環境を
整備

◆限られた人的資源で質の高い行政運営を実現
・行財政の改革を進める中、業務効率化を進めつつ、組織規模を縮小

一方、行政ﾆｰｽﾞは多様化・複雑化し、行政の役割・業務量は増大

・ﾃ゙ｼ゙ﾀﾙ行政を推進し、職員は、ｸﾘｴｲﾃｨﾌ゙な業務に注力することにより、質の高い
行政運営を実現する、ｽﾏー ﾄ自治体をめざす

(1) BPR～業務プロセスの見直し～の推進
県民・事業者の利便性の向上と行政の効率化を促進する「行政
手続のｵﾝﾗｲﾝ化」や、AI・RPAの活用による作業時間の削減等
「ﾜｰｸｽﾀｲﾙの変革」により、業務ﾌﾟﾛｾｽの見直しを推進

(2) 情報システムの改革
ｼｽﾃﾑのｸﾗｳﾄﾞ化等「ｼｽﾃﾑの高機能化・強靱化・最適化」を目指し

て、情報ｼｽﾃﾑを改革
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県民が創造的活動に最大限能力を発揮できるﾃﾞｼﾞﾀﾙ社会 ～ｽﾏｰﾄ兵庫～ を
構築し、“産業のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出”、“多様で質の高い暮らし”を実現するため、
民・産・学・官の各主体が、最先端のＩＣＴを基盤に、多種多様なﾃﾞｰﾀの利活用に
取り組む指針として、本ﾌﾟﾗﾝを策定

１ ICTをめぐる動向 ２ ICTの機能と特性・活用場面

通信ﾈｯﾄﾜー ｸの高速化・大容量化 光ﾌｧｲﾊﾞｰ普及、移動通信は第５世代へ

ｽﾏﾎの普及と情報処理の高機能化 ｽﾏﾎ保有率7割超、AI・ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ実用化

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・SNSの定着 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用率約8割、SNS・動画利用率約5割

IoTの急速な進展 自動運転・ﾄ゙ﾛー ﾝが実用化 ﾓﾉとﾓﾉがつながる

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ・ｿﾌﾄ・ｱﾌﾟﾘの多様化 ｷｬｯｼｭﾚｽ決済、GPS、AR・VR、RPA 等

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用の新展開 ﾃﾚﾜｰｸ、ｼｪｱﾘﾝｸﾞｴｺﾉﾐｰ 等

ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀの蓄積 ﾊ゚ﾌ゙ﾘｯｸ・産業・ﾊ゚ ｿーﾅﾙﾃ゙ ﾀーが仮想・現実空間に蓄積

双方向で「つなぐ」 ﾈｯﾄﾜｰｸでつながり SNSでつながる

時間と距離を「こえる」 いつでも・どこでも・短時間で 時間と距離の制約を超え

事実［ｶﾀﾁ］を「みせる」 画像・映像の流通 IoTでﾓﾉの形や状態が見える化

ﾋﾄやﾓﾉに「かわる」 自動運転・音声発信等自動化 頭脳・手足・目口耳にかわる

新たな価値を「つくる」 AI・ﾄﾞﾛｰﾝ等自律化 ﾋﾄを超え新たな価値をつくる

あらゆる社会システムで 「つなぐ」「こえる」「みせる」「かわる」「つくる」高機能化・ﾓﾊﾞｲﾙ化・多様化とﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀの蓄積

“攻めのICT利活用”
(1) “効率化”から“高付加価値化”
事業者や行政の内部管理分野への利活用のみならず、
事業者 → 経営戦略・生産・ｻｰﾋﾞｽ提供など収益直結分野に利活用
行政 → 人口減少・少子高齢化・災害発生の危険性の高まり・ｺﾐｭﾆﾃｨの

変容等、社会課題解決を図る施策立案・展開に利活用

(2) 多自然地域の生活の質向上に重点活用

(3) 散在するﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・産業・ﾊﾟｰｿﾅﾙﾃﾞｰﾀの集積・循環と利活用促進

(4) データ利活用の基盤となるAI・IoTなど先端ICTの積極的導入

Ⅲ 基本理念 ～ 攻めのICT利活用～

◆現実空間と仮想空間の融合の深化

◆“攻めのICT利活用” ～あらゆる分野・場面におけるICTとﾃﾞｰﾀの利活用促進～

あらゆる分野・場面におけるICTとﾃﾞｰﾀの利活用促進（＝“攻めのICT利活用”）
により、現実空間と仮想空間がｼｰﾑﾚｽに融合し、ﾋﾄは創造的・対人的活動に
最大限能力を発揮できる県民本位のﾃﾞｼﾞﾀﾙ社会（＝ｽﾏｰﾄ兵庫）を構築

⇒ 「産業のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの創出」、「多様で質の高い暮らし」の実現
～すべての県民がICTとﾃﾞｰﾀ利活用の恩恵を享受 ～

ＡＩ・ＩｏＴ等先端ＩＣＴの利活用

高速・大容量のﾈｯﾄﾜｰｸやｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞやｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・SNSの普及

データ流通による現実空間と仮想空間のシームレス化

“ヒトとモノ” 
”モノとモノ”
のつながり

イノベーション創出
新たな価値の創出

多様なニーズへの対応

“ヒトとヒト”
のつながり

新たな地域活力創出 社会課題の解決への糸口

+
IoTの一層の普及

あらゆるデータが仮想空間に集積
AIによる解析

“新事業・新産業の創出”
“生活スタイルの変革”

ICTの多様な機能は“ヒトにかわる”
ヒトは、ヒトにしかできない創造的・対人的活動に最大限能力を発揮できる

※パブリック・コメント意見反映箇所は赤下線



２
◎ 取組の方向性

【取組の方向性】 【主な県の取組】

１ 未来を創る ～イノベーションの創出～

(1)新事業・
新ｻｰﾋﾞｽ
の創出

①ﾃ゙ ﾀー集積と多面的活用
による価値創造

ﾃﾞｰﾀの多面的活用によるｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの促進
・「散在するﾃﾞｰﾀの集積・循環と利活用」 ・「ﾊﾟｰｿﾅﾙﾃﾞｰﾀの利活用」
・「ﾘｱﾙﾀｲﾑﾃﾞｰﾀの収集と利活用の充実」 ・「ﾃﾞｰﾀのｵｰﾌﾟﾝ化」

❶健康・医療ﾃﾞｰﾀの集積・利活用による個人の主体的な
健康管理等の支援【新規】

❷地理空間ﾃ゙ ﾀーの集積・利活用による地域の基盤整備【新規】

②最先端ICTを
利活用した新事業創出

兵庫の強みであるｽー ﾊ゚ ｺーﾝﾋ゚ｭー ﾀ等最先端ICTを活かし、次世代産業育成を促進
・「新たなICTの技術開発」 ・「研究・開発ﾌﾟﾛｾｽでの先端ICT利活用」
・「新たなﾋﾞｼﾞﾈｽ領域を開拓するICT利活用」

❸ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ・AI利活用による革新的材料開発の支援【新規】
❹ﾄ゙ﾛー ﾝの先行的利活用による次世代産業創出の支援【新規】

(2)生活ｽﾀｲﾙ
の変革

①IoTによる新たな
生活基盤構築

・「自動運転ﾊ゙ｽ・ﾄ゙ﾛー ﾝによる交通・物流の確保」 ・「ｷｬｯｼｭﾚｽ決済の普及・活用」
・「ｽﾏｰﾄﾎｰﾑの普及・活用」

❺自動運転交通ｼｽﾃﾑ導入に向けた実証実験推進
❻ｷｬｯｼｭﾚｽ決済普及のための機器等導入支援

②ﾈｯﾄﾜー ｸによるﾎ゙ ﾀー゙ﾚｽな
新ｼｽﾃﾑの普及

場所や組織・ﾓﾉの所有等既存の枠組みを超えたﾎ゙ ﾀー゙ ﾚーｽな新ｼｽﾃﾑの普及促進
・「ﾃﾚﾜｰｸの導入」 ・「ｼｪｱﾘﾝｸﾞｴｺﾉﾐｰの普及・活用」

・事業者のﾃﾚﾜｰｸ導入支援
・事業者誘致によるｼｪｱﾘﾝｸﾞｴｺﾉﾐｰの普及

(3)ﾃﾞｼﾞﾀﾙ社会
を先導する
知の集積

①ICT開発力と
ﾃﾞｰﾀ応用力の向上

“ICT開発力”やﾃ゙ｻ゙ｲﾝ思考に基づく“ﾃ゙ ﾀー応用力”を有する人材を兵庫で育て、兵庫で活かす
・「高等教育における高度ICT人材の育成」 ・「就業者へのICT・ﾃ゙ ﾀー利活用教育」
・「課題解決型ICT・ﾃﾞｰﾀ利活用行政職員の育成」

・県立大学におけるﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄの育成【新規】
・事業者のICT利活用促進のための中核人材養成講座の開設【新規】
❼行政職員のﾃﾞｰﾀ利活用能力向上研修の実施【新規】

②高度ICT人材との連携
による利活用力向上

・高度ICT人材と連携した、事業者や行政の「組織としての利活用力の向上」 ・高度IT起業家、ITｶﾘｽﾏ等の進出支援

２ 活力を高める ～パフォーマンスの向上～

(1)事業展開に
おけるｸｵﾘﾃｨ
の向上

①ものづくりの自動化・
ﾓﾉの価値向上

・ＡＩ・IoT等による「生産工程の自動化・省力化」
・「ﾓﾉの管理の自動制御・遠隔操作」 ・「ﾃ゙ ﾀー利活用によるﾓﾉの価値向上」

・製造業、農林水産業、建設業等におけるAI・IoT等の導入支援【拡充】
・ICT利活用によるｲﾝﾌﾗ整備・維持管理の推進【拡充】

②ﾌ゚ﾛﾓー ｼｮﾝのﾃ゙ｼ゙ﾀﾙ化
満足度の高い体験を促す“ｺﾄづくり”“交流・循環”の推進
・「ﾀー ｹ゙ｯﾄ別、行動誘発型の情報発信」・視覚的・体感的な「“伝わる”ｺﾝﾃﾝﾂ発信」

・SNS、ﾋ゙ｯｸ゙ﾃ゙ ﾀー、ｽﾏﾎｱﾌ゚ﾘ等を活用したﾂー ﾘｽ゙ﾑ・誘客促進【拡充】
・動画、AR等を活用した効果的な情報発信【拡充】

(2)ｻｰﾋﾞｽ利用者
のﾕｰﾃｨﾘﾃｨ
向上

①ﾃ゙ ﾀー利活用による
ｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ向上

・高度で時間的制約のない「AI分析によるｻｰﾋﾞｽ提供」
・ﾀｲﾑﾗｸﾞのない「ﾘｱﾙﾀｲﾑ情報の集積・利活用」
・地理的時間的制約のない「ﾓﾊﾞｲﾙ端末を利活用したｻｰﾋﾞｽ提供」

❽AIﾁｬｯﾄﾎ゙ｯﾄによる24時間自動応答等の問合せ対応の高度化【新規】
❾AI利活用による児童相談支援ｼｽﾃﾑの調査研究【新規】

②ｻー ﾋ゙ｽ提供の均質化
・どこでも均質なｻー ﾋ゙ｽを受けられる「ﾈｯﾄﾜー ｸ機能を利活用した遠隔地ｻー ﾋ゙ｽの促進」
・担い手不足等ｻー ﾋ゙ｽ提供業務を支援する「ｻー ﾋ゙ｽ提供の省力化・低ｺｽﾄ化」

❿遠隔ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ・遠隔診断など遠隔医療の普及【拡充】
県立高校における遠隔授業の調査研究

３ デジタル社会を支える ～基盤の強化～

(1)ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ
の解消

①ﾗｲﾌｽﾃー ｼ゙に応じた
ICT利活用能力の向上

・学校教育、職業訓練や多様な学びの場におけるﾗｲﾌｽﾃー ｼ゙に応じた県民誰もが
身につけるべき「ICT利活用能力の向上」

・学校教育における情報教育の推進【拡充】
・職業能力開発校、生涯学習施設におけるＩＣＴ利活用能力向上【拡充】

②ﾃ゙ ﾀーｱｸｾｼﾋ゙ﾘﾃｨの向上
・どこでも超高速ﾌ゙ﾛー ﾄ゙ﾊ゙ﾝﾄ゙や公衆無線LAN等が使える「通信ﾈｯﾄﾜー ｸの整備」
・高齢者・障害者への配慮や多言語表記など「ＷＥＢｻｲﾄのﾕﾆﾊ゙ ｻーﾙﾃ゙ｻ゙ｲﾝの推進」

・携帯電話不感地区解消・公衆無線LAN整備等の通信ﾈｯﾄﾜー ｸ整備
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等のｳｪﾌﾞｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨの向上、多言語対応【拡充】

(2)安全安心な
ICT環境の整備

①ｻｲﾊ゙ ｾーｷｭﾘﾃｨの強化
・増加する 「ｻｲﾊﾞｰ犯罪被害の未然防止」
・ｻｲﾊ゙ｰ空間の脅威に対抗するための事業者等の 「ｼｽﾃﾑｾｷｭﾘﾃｨ向上」

・ｻｲﾊﾞｰ犯罪抑止対策の推進
・ｻｲﾊﾞｰｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽ対策の推進

②ICTをめぐる
ﾄﾗﾌ゙ﾙ解消とﾓﾗﾙの向上

・ｲﾝﾀー ﾈｯﾄ・ＳＮＳの長時間利用など 「青少年のICT利活用に関するﾓﾗﾙの向上」
・ﾃ゙ｼ゙ﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂの課金や契約ﾄﾗﾌ゙ﾙ等 「ＩＣＴに関連する商取引のﾄﾗﾌ゙ﾙ抑止・解消」

・青少年ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用対策の推進
・ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ等に応じた消費者教育の推進

４ スマート自治体をめざす ～デジタル行政の推進～

(1)BPR
～業務ﾌ゚ﾛｾｽの見直し～

の推進

①行政手続のｵﾝﾗｲﾝ化
・「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化推進による行政手続の利便性向上と効率化」
・「ﾈｯﾄﾜｰｸ機能活用による県民・事業者の行政への参画」

・本人確認・添付書類等の見直しによる電子申請の拡大【拡充】
・ICTによる県民からの意見・情報の集積【拡充】

②ﾜｰｸｽﾀｲﾙの変革
・「ﾃﾞｰﾀとＩＣＴﾂｰﾙ利活用による業務の自動化・省力化・高度化」
・「ﾈｯﾄﾜｰｸ機能活用による多様な業務執行」

・庁内ﾃ゙ ﾀー利活用促進とﾍ゚ ﾊー゚ﾚｽ会議・ｽﾄｯｸﾚｽの推進【新規】

・AI・RPA等の活用による作業時間の削減【新規】
・ﾃﾚﾜー ｸの推進、ﾃﾚﾋ゙会議ｼｽﾃﾑ導入による移動時間削減【新規】

(2)情報ｼｽﾃﾑ
の改革

①行政ﾈｯﾄﾜー ｸの
高機能化

・高速化・大容量化など高機能化による「通信量の増大への対応と安定稼働」 ・兵庫情報ﾊｲｳｪｲの大容量化

②情報ｼｽﾃﾑの
強靱化・最適化

・「情報ｾｷｭﾘﾃｨ対策の強化、災害時のｼｽﾃﾑ安定稼働」
・「業務処理に最適なｼｽﾃﾑ構築、ｼｽﾃﾑ開発・運用経費の最適化」

・情報ｾｷｭﾘﾃｨｸﾗｳﾄﾞの運用
・ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽを活用したｼｽﾃﾑ構築

Ⅴ “共創”による展開

１ “共創”による社会システムの変革

２ 県の推進体制

(1) 総合窓口の設置：課題・技術・ﾃ゙ ﾀーのﾆー ｽ゙集約【新規】

・県が主体的に解決したい課題や活用できるﾃ゙ ﾀーの提案を

行うとともに、①解決したい課題、②活用できる技術、③活用

したいﾃ゙ ﾀーの提案を集約する総合窓口を設置

(2) “民・産・学・官の対話”によるマッチング【新規】

・民・産・学・官がｵｰﾌﾟﾝに対話する場を通じ、

事業化に向けて課題・技術・ﾃﾞｰﾀをﾏｯﾁﾝｸﾞ

(3) 県と市町の協働・市町間の横展開
・県と市町でﾃﾞｰﾀ･ｼｽﾃﾑの共有を推進
・先進的な取組事例の他市町への横展開

(1)「ひょうご・データ利活用推進本部」による
全庁横断的推進

・全庁組織横断で重点的に取り組むべき施策の調整など、
総合的に取組を展開

(2)外部専門人材との共創

・外部専門人材を受け入れ

・現場で職員とICT・ﾃﾞｰﾀ利活用を共創
・新たな視点での業務見直し、知識反映による施策高度化

(3)有識者等によるフォローアップ

・ﾌ゚ﾗﾝ推進上の課題や新たな推進方策、ﾃ゙ ﾀー利活用に係る
ﾙー ﾙや取組体制のあり方等について、有識者をはじめ
事業者等の協力を得てﾌｫﾛー ｱｯﾌ゚し、取組をｱｯﾌ゚ﾃ゙ ﾄー
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◆県の役割

・県が、 “民・産・学・官”の取組をファシリテート
する仕組みを構築

◆各主体の役割

・民・産・学・官が、役割を果たし、共に新たな価値
を創造する“共創”により社会システムを変革

ひょうご・データ利活用プランの概要

主体 役割

県民

・課題・ﾆｰｽﾞの発信
・ﾊﾟｰｿﾅﾙﾃﾞｰﾀの提供
・先端ＩＣＴ・ﾃﾞｰﾀの積極的活用
・住民主体のｱﾌﾟﾘ開発など地域課題解決

事業者
(行政・産業界)

・保有するﾃﾞｰﾀの集積・循環
・先端ＩＣＴ・ﾃﾞｰﾀの積極的活用

ICT事業者 ・社会ｼｽﾃﾑを変革する新技術の開発
・ﾃﾞｰﾀ利活用による新ｻｰﾋﾞｽの提供

大学等
研究機関

・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀの解析
・科学的見地から解決方策等を提案

行政

・規制緩和・実証ﾌｨｰﾙﾄﾞ提供等に
よる技術開発の支援

・先端ＩＣＴ・ﾃﾞｰﾀを利活用した施策の
積極展開



【参考】主な県の取組

１ 未来を創る ～イノベーションの創出～

(2) サービス利用者のユーティリティ向上

(1) 新事業・新サービスの創出

(3) デジタル社会を先導する知の集積

(2) 生活スタイルの変革

❶健康・医療ﾃ゙ ﾀーの集積・利活用による個人の主体的な健康管理等の支援【新規】

市町や医療機関等が保有する健診、診療、レセプトデータ等を集積。

これら個々人のデータに基づき個人が取り組みやすい健康づくり活動を健康
指導やヘルスケアアプリ等により行い、個人の主体的な健康づくりを支援。

また、匿名化データを研究機関等が利活用し、新たな医薬品の開発等の医療
の高度化に活用

＜利活用区分＞

❼行政職員のデータ利活用能力向上研修の実施 【新規】
行政職員のデータ利活用とファシリテーションの能力を向上し、施策立案・
展開に反映することで、県全体でICTとデータ利活用を推進するため、
現実の課題を題材とした対話型・ワークショップ型研修を実施

❻キャッシュレス決済普及のための機器等導入支援
スマートフォン決済などキャッシュレス決済を普及するため、商店街等の
キャッシュレス決済対応機器の購入等を支援するとともに、県立施設での
導入を促進

❺自動運転交通システム導入に向けた実証実験推進
自動運転交通ｼｽﾃﾑの導入に向け、播磨科学公園都市で実証実験を推進

＜取組予定＞
理化学研究所構内でﾚﾍﾞﾙ４※の実証実験
都市内幹線道路（公道）でﾚﾍﾞﾙ３※の実証実験

※ ﾚﾍﾞﾙ３：特定の場所でｼｽﾃﾑが全てを操作、緊急時はﾄﾞﾗｲﾊﾞが操作

ﾚﾍﾞﾙ４：特定の場所でｼｽﾃﾑが全てを操作

２ 活力を高める ～パフォーマンスの向上～

❿遠隔カンファレンス・遠隔診断など遠隔医療の普及 【拡充】
専門医の少ない地域においても質の高い医療を提供するため、
・遠隔地の専門医とかかりつけ医が診療計画を検討する「遠隔カンファ

レンス」への参画病院の拡充推進

［現行］但馬地域全公立病院、神戸大学病院、尼崎総合医療ｾﾝﾀｰ、柏原病院

・遠隔地の画像を専門医が診断する「遠隔診断」 について、神戸大学
の遠隔画像診断支援センターの活用拡大の他、市町・医療機関に
おける導入検討を支援

❽AIﾁｬｯﾄﾎ゙ｯﾄによる24時間自動応答等の問合せ対応の高度化【新規】
窓口案内、行政手続案内など県民からの問合せに対して、AIチャット
ボットを導入し、24時間自動応答等の対応の高度化を実施

❹ドローンの先行的利活用による次世代産業創出の支援 【新規】
県・神戸市でドローンを先行的に利活用し、その有効性を示すことで、
民間分野でのドローン利活用やデータ利活用サービスの開発を促進
するなど、次世代産業の創出を支援

＜利活用の分野＞
災害被害把握、森林植生調査、
河川堤防点検、山岳遭難者捜索、
プロモーション映像撮影 等

❾AI利活用による児童相談支援システムの調査研究 【新規】
過去の相談記録をAI解析することにより、児童虐待の相談対応を支援す
るシステムの導入効果を検証する調査研究を実施

＜解析により得られる知見の例＞
①虐待通告・一時保護・施設措置件数の詳細予測
②再発の要因、再発率低減に要する期間の分析
③事案の長期化要因の分析
④事例パターンの分類とリスク状態の判別

❷地理空間データ等の集積・利活用による地域の基盤整備【新規】

県・市町が独自に保有する、災害対応・インフラ管理等の基礎データ
である地理空間データを集積し、民・産・学・官が利活用できるデータ
プラットフォームを整備

＜集積するデータ＞
・全県域の土地・建物・樹木の3次元データ
・道路・河川・山林、避難所・公共施設・文化財等の位置、

各種指定区域等2次元データ

＜利活用例＞

県立高校における遠隔授業の調査研究
教員数・生徒数が小規模な学校においても、多様できめ細かな指導を
行うため、小規模高校２校（千種高校と和田山高校）において、遠隔合
同授業等の調査研究を実施
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❸ビッグデータ・AI利活用による革新的材料開発の支援 【新規】
事業者による次世代航空機・自動車材料等の開発を支援するため、産・学・官
による推進体制を構築するとともに、兵庫県放射光研究センターに、放射光で
カバーできない領域に対応し、ビッグデータを生成可能な装置等を有する施設
を整備することにより、材料開発におけるビッグデータ・AIの利活用を促進

＜取組内容＞
(1) コーディネーター 配置による推進体制構築
(2) 兵庫県放射光研究センターの整備

① 実験環境：ビッグデータ生成室、化学実験室
② 計算環境：高性能計算システム室、データ解析室

県・市町

・災害被害の把握・復旧対応
（前後のデータ比較による土砂流出量の算出等）

・インフラ管理・整備
（災害発生箇所の予測、PC上での簡易測量等）

事業者

・土木工事・農林業での工事設計支援

【将来の利活用の拡がり】
・ドローン目視外飛行、農業機械の自動走行、
除雪車の障害物回避走行等

ﾃﾞｰﾀ集積
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

県 市町

他ﾃﾞｰﾀ
・人口統計
・衛星ﾃﾞｰﾀ等

・土木工事・農林業での工事設計支援
【将来】ﾄﾞﾛｰﾝ自動飛行

農業機械の自動走行
除雪車障害物回避走行

事業者

・災害被害の把握・復旧対応
・インフラ管理・整備
・都市の構造分析、
人口動態分析 等

県・市町

地理空間ﾃﾞｰﾀ
・3次元ﾃﾞｰﾀ
・2次元ﾃﾞｰﾀ

個人 ・スマートフォン等で自身の健康データを把握

市町 ・健康指導による主体的な健康づくり支援

事業者
・個人が自身のデータをアプリに入力する等、活用

→ ヘルスケアアプリ等による個人の主体的な健康
づくり支援

研究機関等
・匿名化データを新たな医薬品の開発等の医療の

高度化に活用

３

匿名化

ﾃﾞｰﾀ取扱
認定事業者医療機関等

ヘルスケア
アプリ

事業者

医科ﾚｾﾌﾟﾄ、
診療ﾃﾞｰﾀ

特定健診、
健診ﾃﾞｰﾀ

ｻｰﾋﾞｽ

健康指導

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等

主体的な
健康づくり

個人

健康指導

市町

研究機関等

医薬品開発等
医療の高度化

市町 ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等

ﾃﾞｰﾀ
入力等


